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はじめに

　世界とその住人についての知識とは、あらゆる学知の中でも最も麗しく、最も悦ばしいものです。

それは、世界中の様々な民族の気質、風俗、慣習、そして宗教について教えることで、精神を愉し

ませ、好奇心を満たし、教養を深めてくれます。またそれは、社交的な集まりに適した唯一の知識

であり、衒学趣味の誹りを受ける心配なく、どんな会話の中でも気兼ねなく話題とすることができ

ます。この美しい学知の探求に好奇心を掻き立てられた多くの人々が、現地に住む人々の風俗や慣

習をその目で見て観察するため、はるか遠くの国々へと旅立って行きました。そして、彼らは親切

にもその記録を公にしてくれたのです。我が家を離れることなく、時間もかけずに、はるか彼方の

民族について知ることのできるこの気軽な手段を彼らから受け取らないとすれば、私たちはまった

く好奇心に乏しい人間ということになるでしょう１）。

 『東インド会社遣日使節紀行』縮刷版（1686）序文〈筆者訳〉

　17世紀のヨーロッパでは、出版業の隆盛に後押しされ、日本に関する情報が少しずつ一般の読者にも

届きはじめた。情報の発信源となったのは、当時唯一ヨーロッパ国として交易を許されていたオランダ

アルノルドゥス・モンタヌス著
『東インド会社遣日使節紀行』における言葉とイメージ

― 館蔵オランダ語版を手がかりとして

瀧　　　良　介＊
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である。なかでも、アムステルダムの出版者ヤコブ・ファン・メウルス（1619/20 〜 79）による1669年

の『東インド会社遣日使節紀行』の出版は、一つの画期をなす２）。本書は、17世紀半ばに行われた複数

のオランダ東インド会社関係者の江戸参府の記録に取材した旅行記であるとともに、日本の歴史、風土、

生活、信仰など幅広い話題についての情報を集約した、総合的な「日本誌」としての側面を持つ３）。そ

れは、宣教や通商といった特定の戦略的主題に沿った報告書集とは異質の、広く国境を超えた人びとの

「好奇心」に応えるべく企画された書物であった。原著はオランダ語で書かれたが、同1669年にドイツ

語版、翌1670年に英語版が印刷・出版され、1680年にはフランス語版も上梓されている。また、メウル

スの没後、別の版元から1686年の縮刷版をはじめとする普及版も何点か出版されている４）。

　本書の執筆を担った博学のオランダ人著述家アルノルドゥス・モンタヌス（モンターヌス、1625 〜

83）は、日本を訪れた経験はおろか、オランダを出たことすらなかったとされる５）。それでいて、まる

で現地に居合わせたかのように語る彼の文体は、本書に独特の生彩を与えている。また、なにより本書

が画期的だったのは、100点弱にもおよぶ銅版画による挿絵が付された点であった。近世以前の西欧で

出版された日本を主題とする書物に、これほど多くの版画が付された例はない。もっとも、版画の制作

者もまた直接その目で日本を見たわけではなく、その内容は想像や誇張を多く含んでいる。だがそれで

も本書は、同じくファン・メウルスが出版した、ヨハン・ニューホフの『オランダ東インド会社派遣使

節中国紀行』とともに、ヨーロッパにおける異国案内記の「絵画的転回」（pictorial turn）の契機となっ

た６）。

　本書は、東京帝国大学の和田萬吉による1925年（大正14）の英語版からの抄訳と解題をもって、はじ

めて本格的に日本に紹介された７）。同訳書は、島田孝右氏によるさらなる解題とともに、復刻版も出版

されている８）。他方、1974年（昭和49）には、永積洋子氏による貴重なオランダ語原文からの抄訳も上

梓されている９）。その後、レイニアー・ヘスリンク氏が著者モンタヌスの人物像を明らかにし、さらに

近年では、フレデリック・クレインス氏が、欧米における研究の蓄積も踏まえつつ、内容にも踏み込ん

だ包括的な紹介を行っている10）。しかしながら、膨大かつ多様なエピソードと図版からなる本書の全貌

を明らかにするには、今後さらに議論が重ねられる必要がある。本稿では、江戸東京博物館所蔵のオラ

ンダ語版【口絵１】【図１】をもとに、特に美術史学・図像学の視点を取り入れながら、いま一度その

分析を試みることとしたい。

１　書誌的事項

　まずは、本資料の書誌的事項に関わる留意点について述べておきたい。『東インド会社遣日使節紀行』

（以下『日本誌』と表記）のオランダ語版には、少なくとも二つの版が確認でき、江戸東京博物館所蔵版（以

下「江戸博所蔵版」）とは別に、国際日本文化研究センターや九州大学などの所蔵する版（以下「日文研・

九大所蔵版」）が存在している【図２】11）。両者には口絵のデザインに明確な違いがみられ、たとえば

江戸博所蔵版では、画面中央の日本人と西洋人女性の立つ祭壇の背後に、豪華な装飾を施した背
リア

障
ドス

が描

かれているのが分かる。また、題字や本文の綴りの規則に一貫した異同が存在し、後述するように挿絵
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にも細かな変更がいくつも見られることから、両者は完全な別版であることが了解される。しかし、こ

こで問題となるのは、いずれの版の口絵・表題紙にも、1669年の年記とファン・メウルスの名が表示さ

れている点である。実際には、どちらが初版本にあたるのか。そもそも、現代とは比較にならないほど

製版と印刷に手間とコストがかかった当時、同じ年に同じメウルスが同じアムステルダムで同じオラン

ダ語の別版を印刷するということがあり得るのか。あるいは、なぜ日文研・九大所蔵版にはオランダ共

和国から授与された独占出版権（privilege）の表記が存在するのに対し、江戸博所蔵版にはそれが見ら

れないのか。両者を混同したまま紹介がなされるケースも少なくないため、まずはこの点を明確にして

おきたい。

　端的に言えば、初版本にあたるのは日文研・九大所蔵版の方であり、江戸博所蔵版は再版本であると

考えられる。そして、この再版本は、実際には1680年以降に印刷された可能性が高い。このことは、す

でにファン・エーヘン氏が、印刷を繰り返し摩耗した銅版が再刻ないし交換されることにより生じる、

挿絵の細部の変化に注目しながら詳しく論じている12）。『日本誌』の版画は、1669年のオランダ語版初版、

同じく1669年のドイツ語版、そして1670年の英語版まで、基本的にすべて同じ銅板から刷られているが、

1680年のフランス語版【図３】の出版を機に、大部分の銅版が再刻・新調される（そのうち一部は、既

存の挿絵を写すように彫版されたため、印画が反転する）13）。重要なのは、問題の再版オランダ語本の

挿絵の大部分が、このフランス語版と同じ銅版から刷られており、かつ何点かの挿絵にいたっては、フ

ランス語版で依然初版のままであったものをさらに刷新している点である14）。

【図１】 『東インド会社遣日使節紀行』 
（館蔵オランダ語版）口絵 
17世紀　16200163

【図２】 『東インド会社遣日使節紀行』 
（オランダ語版）口絵 
1669年　九州大学図書館蔵

【図３】 『東インド会社遣日使節紀行』 
（フランス語版）口絵 1680年 
フランス国立図書館蔵
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　今回調査を行うなかで、江戸博所蔵本もまた、この再版本に該当することが確認された。たとえば、

「日本の楽師たち」として紹介されている図を見てみたい【図４〜６】。江戸博所蔵版の図は、ちょうど

フランス語版と同じように、初版本の鏡像となっていることが分かる。さらに、中央の「楽師」の顔に

着目すれば、フランス語版と同様の細部の変更がみてとれる【図７〜９】。

　さらにここでは、重要な変化であるにもかかわらず素通りされるのが常である、口絵の図像学的細部

の相違について述べておきたい。日文研・九大所蔵版の口絵では、中央壇上の西洋人女性のドレスに交

差する二つの錨を象った紋章が、また彼女の傍らに立てかけてある旗の上に、アルファベット３文字を

組み合わせたモノグラムがそれぞれ表されている【図10】。前者はオランダ（ネーデルラント連邦共和国）

海軍の紋章であり、後者はGOC、すなわちオランダ東インド会社の正式名称である「連合ネーデルラ

ント特許東インド会社」（Verenigde Nederlandsche Geoctrooieerde Oostindische Compagnie）の末尾

３単語のイニシアルを組み合わせたものと考えられる15）。これらのモティーフは、同じ銅版を用いて印

刷されたドイツ語版と英語版の口絵にも確認できる。

　これに対して、江戸博所蔵版の口絵では、旗からGOCのモノグラムが消え、さらには女性のドレス

のオランダ海軍の紋章が、フルール・ド・リスと呼ばれるフランス王家と縁の深い紋章のパターンに置

き換えられている【図11】16）。この紋章は、1680年のフランス語版において、口絵はもちろん、冒頭に

挿入されたルイ14世への献辞の欄外装飾にも用いられており、やはりフランス語版の出版と切り離して

考えることはできない【図12】。こうしたパラテクストの追加・変更は、1672年の仏蘭戦争の勃発以来、

政治的・軍事的には緊張関係にあったフランスで本書を売るために施された措置であったと考えられ

る17）。先に述べたカーテン付きの背
リア

障
ドス

の追加も、背景の軍艦の存在感の縮小とセットで行われたのかも

しれない。

　ほかにも本図には、画面左側の日本人の着物の紋様など、様々な細部の追加がいくつも指摘できる。

こうした諸々の変更を伴った新しい口絵からして、江戸博所蔵版が額面どおりの1669年にすでに完成し

ていたかどうかは疑わしい。中央の祭壇下部にみられるタイトルのレタリングに関しても、日文研・九

大所蔵版と同じ時期に用意されたものとは考えにくく、後年のフランス語版に倣ったものとみえる【図

13 〜 15】。

　西洋古典籍において、旧版の書誌情報を温存したまま改訂版を出版するケースは珍しくない。ファン・

メウルスは、フランス語版の出版を目前に控えた1679年末に息を引き取っているため、このオランダ語

再版本は、メウルスから商業上の諸権利を相続した寡婦のアンナ・ゴーレットか、彼女と提携した書籍

商によって印刷されたものと推測される18）。いずれにせよ、出版者は、新版を上梓するにあたって、す

でに規
カ ノ ン

範となっていた故人の名と1669年の年記を温存する方が得策と考えたのであろう。江戸博所蔵版

に印刷独占権の表記が存在しない事実についても、新版の出版時にその有効期限である15年が経過して

いたと考えれば、辻褄も合うことになる19）。
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【図４】 「楽師たち」 
オランダ語初版　挿絵

【図７】図４部分

【図10】 オランダ語初版 
口絵（図２）　部分

【図12】フランス語版　欄外装飾

【図５】 「楽師たち」 
館蔵オランダ語版　挿絵

【図８】図５部分

【図11】 館蔵オランダ語版 
口絵（図１）　部分

【図６】 「楽師たち」 
フランス語版　挿絵

【図９】図６部分



― 6 ―

東京都江戸東京博物館紀要　第14号（2024）

２　構成と内容

　資料の身元を明らかにしたところで、次に本書の構成と内容を概観する。本書は、分類や体系化とは

異なる論理で構成されており、第一部と第二部に分かれるほかは、章節も設けず、「漫々書き流し」の

形式をとる20）。さらには、随所で延々と脱線を繰り返すため、そもそも要約という営みに馴染まない書

物である。しかし、先行研究に依拠して要点を拾えば、次のようなものとなる21）。

　第一部は、世界の成り立ちの記述に始まり、日本の発見やオランダ商館設立の経緯などを略記した後、

1649年から50年にかけて行われた特使アンドレアス・フリシウスと商館長アントニオ・ファン・ブルッ

クホルストの江戸参府の叙述を中心に展開する。そしてその間、あちこちで立ち止まっては、フランソ

ワ・カロンなど過去の東インド会社関係者による報告や、ルイス・フロイスなどイエズス会宣教師の記

述を借用しながら、日本の歴史や風俗、信仰に関する情報が追加される。また以上にくわえて、アリス

トテレスやプリニウス、さらには同時代の宗教学者・科学者であるアタナシウス・キルヒャーなどを参

照しながら、古代ギリシア・ローマ、エジプト、インド、中国などとの比較文明論や、自然哲学的考察

が行われる。

　第二部では、まず前半部において、いわゆる「ブレスケンス号事件」、すなわち1643年に南部藩山田

浦に入港したコルネリス・スハープ船長と下級商務員バイルフェルトの一行が捕縛され、江戸に護送さ

れ取調べを受けた後、長崎のオランダ商館に引き渡されるまでの顛末が記される22）。後半では、より最

近の江戸参府に話題がおよび、明暦の大火をその目で目撃した商館長ザハリアス・ワーへナールの江戸

参府（1657年および1659年）、同じく商館長を勤めたヘンドリック・インダイクの江戸参府（1660 〜 61

年）、さらには身元一切不明のファン・ゼルデレンなる人物の江戸参府などが取り上げられる。また、

第一部より頻度は下がるが、これらの旅行の叙述の合間にも、外部の書物から得た様々なエピソードや

情報が適宜挿入される。

　本書が二部構成となっているのは、ヘスリンク氏が推測しているように、現行の第一部が完成した後、

メウルスもしくはモンタヌスが新たに日誌の写本を入手する機会に恵まれ、急ぎそれに基づき「第二部」

を追加したためと考えられる23）。ここでは、1680年のフランス語版に加筆された文章の中に、この追加

の事実への言及が見出せる点を指摘しておきたい。その記すところによれば、「完璧なもの以外は何一

つ世に出したくないという熱意」に駆られた筆者は、現行の第一部の完成後、本当に日本という題材を

汲み尽くしたかどうかを確かめるべく、あらゆる資料を渉猟した。その結果、ほかにもきわめて興味深

い資料を大量に発見し、第二部の追加なくして本書の完成はないと信じるに至ったのだという24）。

【図13】 オランダ語初版 
口絵（図２）　部分

【図14】 館蔵オランダ語版 
口絵（図１）　部分

【図15】 フランス語版 
口絵（図３）　部分
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　さて、以上のテクストの間には、銅版画による図版が随時挿入される。諸版によりその数はわずかに

前後するが、オランダ語版では、初版・再版とも総数96点を数える25）。これらは、テクストとともに組

版された71点の小図版と、折込みの大図版25点の２種に分かれる。その内容は、参府の経路図とされる

地図を別とすれば、特定の事件を表したもの、都市や自然の景色を表したもの、様々な身分の日本人の

風俗を表したもの、寺社にまつられた仏像・神像を表したものに大別できる。

　巻末には、「製本師のための手引き」（Aanwyzing voor de Boek-Binders）として、頁番号のない大

図版の折込み位置が指示されている。これは、当時の書籍が未製本のまま束ないしはばら
4 4

で売られるこ

とが普通であったことによる。版画の内容を概観するため、この手引きから大図版の題名を抜き出すと、

次のようになる。

　大図版は小図版に比べ概して質が高く、当初から一枚もの

の版画としての流通も想定されていたと思われる。なかには

後から彩色を施したものもあり、当館にも英語版の出版に際

して刷られたと推測される作例がいくつか伝わる【図16】（本

号表紙にカラー版掲載）。大図版の大半と小図版の一部は、

画中の重要な要素に数字を振って補註を付している。原著で

はオランダ語表記のみであったが、すぐに多言語化が図られ、

上の手彩色の版画にも英語の註が追加されている。なお、こ
【図16】 「皇帝の玉座」（将軍謁見図） 

『日本誌』挿絵　英語版 
1670年　館蔵91210471

　１．旅程図（Reis-kaart）

　２．バタヴィア（Stad Batavia）

　３．長崎の商館（Logie voor Nangesaque）

　４．大坂（Osacca）

　５．皇帝公方の殺害

　　　（Moord van den Kaisar Cubo）

　６．都（De stad Miaco）

　７．江戸（Jedo）

　８．千の偶像のある寺［三十三間堂］

　　　（Tempel met duizend beelden）

　９．江戸の皇帝の宮廷（Kaisars hof tot Jedo）

　10．都の内裏の宮廷（Hof des Dairoos tot Miaco）

　11．地獄の沸湯［雲仙地獄］

　　　（Ziedende water van Singok）

　12．大仏寺［方広寺］（Tempel van Dayboth）

　13．大坂城（Kasteel van Osacca）

14．堺郊外の寺（Tempel buiten Saccay）

15．江戸の地震（Aerdbeeving tot Jedo）

16．皇帝の玉座（Des Kaisers Throon）

17．墓地（Begraaf-plaatzen）

18．結婚式（Ceremonie van haar trouwen）

19．江戸の火事（Brand van Jedo）

20．堺（De stad Saccay）

21．シウルプラマ火山

　　（Brandende berg Sjurpurama）

22．鹿児島（Stad Cangoxuma）

23．都の奉行の出迎え

　　（Het uitryden van de Gouverneur van Miaco）

24．喜びの山 パウロママ

　　（Vreugden-berg Pauromama）

25．宮でのオランダ使節の歓待

　　（Inhaaling van de Hollandtsche gesant tot Mia）



― 8 ―

東京都江戸東京博物館紀要　第14号（2024）

れとは別に“Cum privil. S.C. Mtis.”の文字が見られることがある。これは神聖ローマ皇帝による公認

と印刷独占権の付与の証（Cum Privilegio Sacrae Caesareae Majestatis）であり、もともとはドイツで

の販売を念頭に置いて取得されたものとみえる26）。

３　叙述の方法

　ここからは、本書の内容をより具体的に検討したい。冒頭でも述べたとおり、モンタヌスのテクスト

は、あたかも使節団に同行したかのような語りを根本的な特色とする。クレインス氏が強調しているよ

うに、そこでは視覚的な描写が一つの鍵となっている27）。すなわち、モンタヌスは、使節団がたどる〈道〉

に寄り添いつつ、そこで見たままのものとして、周囲の風景、人、物を徹底的に描写してゆくのである。

もっとも、目撃譚としての語りは、洋の東西を問わず旅行記の伝統的な手法ではある28）。彼のテクスト

に関して注目すべき点の一つは、日誌の記録に基づいて仮構された旅の情景の中に、外部からの情報を

巧みに組み込み同化させてしまう手続きにあると言える。

　以下ではまず、モンタヌスのテクストと彼の利用した日誌の記述とを比較しながら、この点について

見ていく。次に引用するのは、第二部前半のブレスケンス号事件の叙述の基礎資料となった、下級商館

員バイルフェルトの日誌の1643年11月８日（寛永20年９月27日）付の記事である。この日、江戸に拘留

中だった同船の船長スハープとバイルフェルトの両名は、幕府の下級役人に呼び出され、嵐で行き別れ

た友船カストリクム号と接触したらしい漁民からの押収品を前に様々な質問を受ける。

1643年11月８日

　午後、我々二人即ち船長と下級商務員は、我々の宿主の寝室にいる通詞吉兵衛、八左衛門に呼ば

れた。そこに行くと、日本の貴族、即ち下級ボンジョイ（役人）が、日本文字の一杯書いてある大

きな紙と、四角い白木の箱を持っていた。我々は、この箱に次の物が入っているのを見た。即ち、

　オランダの土製かめ　一個

　大酒杯　一個

　端に赤い縞のあるコロマンデル海岸産の布の一片

　コロマンデル海岸産の帆布

　うわぐすりをかけた、中国の壺一個

　掌ぐらいの大きさの白ダマスク織　一片

　黄色のチャウル　一片

　赤と黄の珊瑚　一連（パリの細工）

ここに呼ばれていた通詞藤左衛門、孫兵衛殿により、次にあげる質問が出された。［...］29）

　日誌はこの後、役人とスハープらの間で行われた、カストリクム号ならびにブレスケンス号について

の質疑応答の内容の記述に移行する。上の引用は、それ自体が描写的であるが、モンタヌスはこれを機
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と捉え、さらに次のように、役人の容貌や珍奇な風習の情報をまことしやかに加筆している。

　この様な報告を受けて、少なからず当惑していると、スハープとベイルフェルトは宿主に立派な

部屋に呼ばれた。そこには通詞の吉兵衛と八左衛門のほか、一人の日本人貴族がいて、日本の文字

のいっぱい書いてある大きな紙と、漆塗りの四角い箱を持っていた。

　貴族は、誇り高い威厳をもって、毛皮で裏打ちされた刺繍のある上着に身を包み、高価な絨毯の

上に無帽で座っていた。髪は前と後耳の横で結んであった。上着は胸の前で開いており、心臓のあ

たりでぼたんでとめ、ここには金の留め金がついていた。上着の間からは、花模様の下着が出ていた。

巾広のズボンは、膝より遥か下までのびていた。左手には扇を持ち、この上には、鍍金したばらの

飾りがあった。両脇には下僕がいて、絨緞の縁飾りが四角い椅子に均等にかかる様に直した。貴族

は一般に家の中ではこの様にして絨緞に座って運ばれ、外に出る時には駕輿を用いる。

　貴族はようやく漆塗りの箱を開き、ここからオランダ製の水がめ、大酒杯、赤い縞のある小布、

うわぐすりをかけた中国の壺、帆布、テルテナの煙草、白ダマスク織の一片、パリ製の赤と黄の珊

瑚一連をとり出した。［...］30）

 〈筆者訳・下線筆者〉

　このようにモンタヌスのテクストでは、使節が実際に目

撃したものと、偽の目撃体験とがほとんど渾然一体となり、

一つの情景を構成する。原典とされた日誌の内容が明らか

でない場合や、追加挿入された情報自体に明らかな誤りが

見られない場合、両者を完全に分離することは今日の人間

でも困難となる。また、こうした詳細な描写の傍には、多

くの場合図版が配置されており、「あるがまま」の景色を

追体験するよう読者を誘う【図17】。

　モンタヌスの創出する情景は、さらに別の話題を導入す

るための呼び水としても機能する。上のバイルフェルトの

日記は、一連の問答の内容を列挙し終えると、「これらすべての問答を、さきのボンジョイが書き留め

た後、彼は帰った」とのみ記し、尋問に関する記述を閉じている31）。これに対し、モンタヌスは、この

書き留めるという行為に焦点を当て、次のような記述へと膨らませる。

　

これらの出された質問をすべて、貴族は日本語の書いてある文書から読上げた。彼は同時に、それ

ぞれの質問の間に（このため紙には何も書かない余白があけてあった）、オランダ人の回答を、お

どろくべき速さで書き記した。藤左衛門が訳すや否や、それは書き留められた。なぜならば、一つ

の文字が一つの完全な言葉を意味するからである。そこで、言葉の数と文字の数は同じだけある。

即ちアタナシウス・キルヘルスによれば八万という。それぞれの文字がそれ自体で完全な意味を持

【図17】 「貴族と従者」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より
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つところから、シナ人と日本人は上から下へ文字を書くのである。［...］［以下さらに世界の文字と

の比較が続く］32）

　ここでモンタヌスは、役人の筆記という行為を劇的に描写したうえで、その「おどろくべき速さ」を

可能にした漢字という表意文字の経済性へと話を繋げ、そこからさらにキルヒャーに基づく文字の比較

文化論へと巧みに話題を展開させている33）。このように文脈に配慮しつつ入念に準備した「脱線」によっ

て日本に関する論点を一点一点拾っていくのも、本書のテクストの特色の一つである。モンタヌスは、

この尋問に先立つ井上筑後守政重による尋問の場面においても、日記には特段言及のない書記の存在に

突如焦点を当て、日本人の筆記用具や筆法について詳細な説明を加えている34）。

　モンタヌスのテクストに関し、より文体的な観点か

ら今ひとつ注目すべきは、出来事の細かな継起を表現

することに心を砕いている点である。すなわち、彼は

「…するやいなや」といったような表現をことあるご

とに用いて、絶えず場面に臨場感と躍動感を与えよう

とするのである。たとえば、次に引用するのは、ファン・

ゼルデレンの江戸参府の物語より、彼が桑名（Quana）

からいわゆる「七里の渡し」を渡って宮宿（Mia）に

到着したところ、現地の行政官たるObirham Gianton

殿なる人物に出迎えられる場面である。この場面は、

特に重要な場面と見做されていたらしく、折込みの大

図版が付されている【図18】。

　ゼルデレンが皇帝への贈り物を船から浜へと急いで荷下ろししていると、彼を出迎えるために、

すぐに宮の行政官（Stadthouder）を乗せた車が従者たちを伴って市街の門から出てきた。門のす

ぐ外には銅盤を吊るした装置がいくつかあり、何人かの日本人がそれでやかましく音を立てた。大

勢の衛兵とともに、なおも様々な乗物（norimon）が浜辺の方へと向かってきた。隆起した岩のふ

もとに4人のオランダ人たちが立ち、賑やかにトランペットを吹いた。Obirham Gianton殿という

名の宮の行政官が、ゼルデレンを見るやいなや、乗物から降りた。使節のもとに駆け寄った。そし

て日本の作法にしたがい、地面に向かって体を折り曲げた。彼の背後にはたくさんの護衛が立って

おり、ある者はマスケット銃を、ある者は長槍を、またある者は薙刀（nangenetten）を携えてい

た35）。

 〈筆者訳〉

　まるでコマ送りをするかのように描写される行政官の行為など、引用文はほとんど映像的とすらいえ

る動的な効果に満ちている。画像は、具体的な細部を提示することでモンタヌスのテクストを補うが、

【図18】 「宮でのオランダ使節の歓待」　 
『日本誌』挿絵　館蔵オランダ語版より
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他方でモンタヌスのテクストは、原理的に単一の瞬間しか切り取ることのできない画像の限界を補う。

『日本誌』は、このようにテクストとイメージを相補的に作用させることで、抽象化された概念や図式

とは別の、空間的かつ体験的な知識の提示を実現しているのである。

　ところで、こうした「空間」「体験」への志向は、本書の図版のコンポジションのあり方自体にも自

ずと影響を与えている。それはたとえば、本書の中でも有名な、京都の大仏殿（方広寺）周辺を表した

図と、18世紀に出版された初の本格的な比較宗教学の書である『世界の諸民族の宗教的儀礼と慣習』（1723

〜 43）におけるその転用を比較すれば明らかである【図19・20】36）。

　『日本誌』の図版には、様々なディテールが詰め込まれ、熱気のようなものさえ感じられる画面を構

成している。左前景から、オランダ使節とその案内役の行列が次々と奥へ繰り込んでいく。行列の中に

は、フリシウスとブルックホルストを乗せた二つの乗物が描かれる。行列の向かう先、それぞれ対になっ

た異形の像と獅子像が守護する寺院の門の向こうには、ヨーロッパ風のヴォールト天井を持つ仏殿がひ

かえており、その中心に女性として表された大仏像が鎮座している。さらに、前景に目を戻せば、右側

に猛り狂う雄牛の像を拝む集団が見られる。これらはいずれもモンタヌスが文中で言及している要素で

あり、画家はそれらすべてを一つの空間的広がりの中で提示するために、個々の事物の配置を巧みに操

作している37）。

　これに対し、『世界の諸民族の宗教的儀礼と慣習』の図版を手がけた18世紀の版画家ベルナール・ピカー

ルは、原図の要素を分割・抽出し、それぞれを別個に区切られた枠の中で再提示することを選んだ。そ

の結果、各図版は各々の偶像の純粋な図解としてはより相応しいものとなっているが、原図が有してい

た空間のダイナミズムは失われている。こうした操作もまた、百科全書に先立つ初期の啓蒙主義的著作

とも言われる本書の分類的・客観的思考を反映していると言えよう。

【図20】 『世界の諸民族の宗教的儀礼と慣習』 
挿絵 18世紀　フランス国立図書館蔵

【図19】 「大仏殿」（方広寺）　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より
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４　制作の裏側

　以上ここまで、テクストの分析を軸に本書の特色を

吟味してきた。続いては、本書の図版の制作過程や、

それが本書全体のあり方に及ぼす影響について論じる

こととしたい。

　先行研究では、本書の図版の制作過程に関して、主

に二つの系統が議論されている38）。一つは、モンタヌ

スのテクストを画家が想像力で補いながら視覚的に解

釈・翻訳したとされるもので、前節で見た方広寺の大

仏殿の版画などもこれにあたると考えられている39）。

このケースでは、一字一句テクストに対応する事物が

丁寧に描かれたとしても、奇異な様相を示すことが少なくない。そしてもう一つは、オランダ商館員が

制作したスケッチなど、現地での観察に基づく視覚的記録を参照したとされるものである。これはたと

えば、出島の商館の様子を伝える最古の記録とされるオランダ商館図【図21】や、大坂城の鳥観図など、

本書の中でも例外的に真正性が認められている作品がまず挙げられる40）。あるいは、江戸や京都のパノ

ラマ図のように、西洋人の趣味に合わせたデフォルメや変更を含みながらも、なんらかの実見に基づく

と主張されるものがある41）。第二部で取り上げられる商館長ワーヘナールは旅行先の各地でスケッチを

行っていたことが知られ、メウルスないしモンタヌスが彼の日誌を入手した際、一緒に素描も手に入れ

ていた可能性が推定されている42）。

　以上の二系統はいずれも、まず旅行者が目撃した生の事実があり、それが言葉もしくは絵を媒介とし

て正確または不正確に伝わった結果として、本書の挿絵があると想定している。しかしながら、本書の

中には、そのような一方通行の流れでは捉えきれない画文の関係も一部存在している。すなわち、はじ

めに図像ありきで、それを参照しながら描写が行われ、偽の目撃体験が創出されるというケースである。

　以下まずはこの点について、本書の中でもひときわ異彩を放っている、いくつかの偶像のイメージを

取り上げたい。それらはいずれも第一部のフリシウスとブルックホルストの旅路に登場し、非常に詳細

な外形の描写を伴っている。たとえば次は、大坂の奉行所の近くにあった「悪魔の殿堂」（tempel der 

duivelen）の中で崇められていたという、猪のような頭部と四つの腕を持つ像についての記述である 

【図22】。

　そこで日本人は恐ろしい一体の像に祈りを捧げている。その像は宝石を散りばめた黄金の冠を頭

に被っている。頭部自体は猪の頭に似ており、牙が突き出ている。胸の上には、二手に分かれたヴェー

ルがかかっている。この像をいっそう恐ろしくするのは、四本の腕と手である。左手の一つは上に

挙げられ、一番長い指先の周囲に輪が表されている。もう一方［の左手］は下に垂れて、開いた百

合の花に似た花を持っている。上側の右手は、火炎を吐く小さな竜（蛇）の頭部をつかんでいる。

【図21】 「長崎の商館」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より
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下の方［の右手］は、金製の笏丈を握っている。像の足下には悪魔が横たわっており、胸と太腿を

踏みつけられている。この悪魔は、長い雄牛の角の生えた、気味の悪い毛むくじゃらの頭部をして

いる。［...］43）

 〈筆者訳〉

　一部先行研究は、フリシウスたちが実際にどのような神仏の像を見たのかを考察している。たとえば

クレインス氏は、上記引用の内容を、明王像についての説明であると推測している44）。降三世明王ない

しは軍茶利明王などは、いずれも鋭い牙を有し、多臂であり、持物にもある程度の共通性がある。氏は、

フリシウスらの同行者とされる日誌の作成者が、明王像の忿怒の姿を悪魔として認識したものと推測し

ている。

　しかし他方、この「悪魔の殿堂」のすぐ後に紹介される、同じ大坂の別の寺院の中に安置されていた

という「観音像」【図23】については、実際の観音像との関連付けは困難である45）。クレインス氏はこ

れを魚籃観音に結びつけているが、魚籃観音の像容は、手に魚の入ったかごを持つか、大魚の背に乗

る姿で表されるのが通例である46）。「巨大な魚の大口から上半身をのぞかせる」とされるこの「観音像」

の外観は、モンタヌスの記述からして、現地における目撃証言に依拠したものとは考えにくい。

　では、こうした神仏の姿はどこに由来するのか。すでに別のいくつかの研究は、上の二つの偶像が

ヒンドゥー教の神であるヴィシュヌ神の十
ダシャーヴァターラ

大化身の図像との強い関連を示していることを指摘してい

る47）。化
アヴァターラ

身とは、ヴィシュヌ神が様々な姿をとって現世に現れたものを指す。猪の頭を持つのは、悪魔

によって沈められた大地を救い上げた第三の化身ヴァラーハ（猪）で、半身が魚の像は、大洪水を予言

して人類を救った第一の化身マツヤ（魚）にあたる48）。ヴィシュヌの化身の図像は、本稿でも先に何度

かその名に言及している、アタナシウス・キルヒャーの『中国図説』が、すでにインドの神々の姿とし

て紹介していた【図24 〜 26】49）。同書は、アムステルダムのヤンソニウス・ファン・ワースベルへら

が1667年に刊行したものであるが、ファン・メウルスもまた並々ならぬ関心を示しており、同年に自ら

海賊版を出版してさえいる（結果彼は、ヤンソニウスに訴訟を起こされている）50）。

【図22】 「猪の頭部を持つ像」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より

【図23】 「観音像」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より
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　『日本誌』には、このほかにも明らかにヴィシュヌ神の化
アヴァターラ

身の図像に由来する偶像が登場する51）。フ

リシウスらが京都で訪れた寺院で目にしたという、「万物の創造主」の像がそれである【口絵２】【図

27】。本図は、「乳海攪拌」と呼ばれる有名な神話の場面とともに表される、第二の化身クールマ（亀）

の図像に着想を得ている【図26】。「乳海攪拌」とは、亀に変身したヴィシュヌが支えるマンダラ山に蛇

を巻きつけ、両側から引っ張って回転させ攪拌棒の要領で大海をかき回したところ、太陽や月をはじめ

とする様々なものがそこから生じたという創世神話の一種である。モンタヌスは、多くの紙幅を割いて

この寺院と偶像の描写を行っている。やや長くなるが、その一部を引用する。

【図24・25・26】キルヒャー『中国図説』挿絵　1667年　ニューヨーク公立図書館蔵

【図27】 「万物の創造主の像」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より
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　この像はまったく驚くべきやり方で表されている。寺院の中央に、水で満たされた大きな窪みが

あり、地上７フィートの壁がこれをぐるりと囲っている。その中心には、非常に巨大な亀がおり、

その甲羅および頭と足とを水面からのぞかせている。この亀の背中から太い木の幹が生え出ており、

頂上に恐ろしい像が鎮座している。像の下からは、幹の周囲に向けて、先の丸くなった12のクッショ

ンが飛び出している。この像は、日本風に足を身体の下に収め、頭に黄金の冠を戴いている。頭部

自体は、はだけた胸ともども真っ黒で、髪はムーア人のように縮れている。他方、冠は頂点に向け

て次第に細くなっており、真珠を散りばめた鋸歯状の薔薇の花から、鋭い突起が上に突き出してい

る。白い目が黒い肌に映えて、ギラリと光っている。首には真珠の首飾りを二重に巻き、高価なダ

イヤモンドの飾りをこれに結んでいる。衣服は前で大きく開き、胸から腰にかけ大部分が露出して

いる。腹部は腰の帯で締めた布で覆われている。胸の上にも美しい真珠の紐が垂れている。［...］

この像は四つの腕を持つ。左腕は斜め上に挙げ、最も伸ばした指の周りに大きな黄金の輪を示して

いる。この腕の肘から、第二の腕が出ている。その手は閉じた蓮を手にしている。右肩のすぐ下方

に、いま一つ腕がある。その手は細長い壺を持ち、絶えずそこから水が流れている。もう一つの右

腕は笏を持っている。この神は全身が真っ黒であるが、この色は日本人にとって歓喜を意味してい

る。

　彼［神］が座っている木は、鋳金製である。僧侶が言うには、かつてその中には、万物の種とな

る根源的物質が収められていて、神はそこからあらゆる事物を創造したのだという。木の幹半ばに

はとてつもなく巨大な蛇が二重に巻き付いている。木の上に座す神の右手側では、二匹の悪魔が蛇

の頭および身体を、左手側では、残りの尾に至るまでの部分を二人の王と日本の賢者がつかんでい

る。［...］52）

 〈筆者訳〉

　モンタヌスのきわめて詳細な描写は、彼がなんらかの画像を手元で参照しつつ描写を行っていたこと

を示唆している。ただし、彼や画家は『中国図説』のほかにも資料を有していた可能性が高い。という

のも、同書におけるヴィシュヌの各化身の説明は、挿絵と同様きわめて簡素で情報量に乏しく、実のと

ころその情報にも根本的な誤りが多いためである。たとえばキルヒャーは、上の「乳海攪拌」の図像を

別の化身であるクリシュナの物語と取り違え、彼を身籠った母親を巨人たちが大蛇の見張る牢獄に監禁

した場面と説明しており、亀については一言の言及すら行っていない53）。これに対して、「万物の創造主」

としてこの像に言及するモンタヌスの記述は、意図的な脚色を加えこそすれ、明らかに原図の趣旨を理

解している。

　現在大英博物館が所蔵している、スローン3290番と称される写本に由来する細密画は、モンタヌスら

が参照した資料の有力候補の一つとして挙げられる【口絵３】【図28 〜 30】。この写本は、インドから

伝来した細密画にオランダ語による解説を付し、ヴィシュヌの各化身の図像について詳述した書物であ

る54）。本稿の趣旨ではないため詳細は措くが、版元のファン・メウルスが当時この写本にアクセスする

ことができた可能性は高い55）。というのも彼は、『日本誌』出版の３年後にオルフェルト・ダッペルの
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筆を借りて出版した『アジア、あるいはムガール帝国およびインド地誌』（1672）において、ほかでも

ないこの写本を参照しながら、ヴィシュヌの十大化身について説明しているのである56）。

　この細密画は、『中国図説』の図版のみでは説明しえない、『日本誌』の偶像の描写に関する様々な重

要な細部の情報を提供してくれる。たとえば、上述の造物主の肌の黒色が強調されている点などはその

一つで、これは中央上部に人型で表されたヴィシュヌの青色の肌に由来するものとみえる。特筆すべき

は、モンタヌスがそれを、イエズス会宣教師ヴァリニャーノの記述に遡る、日本人にとっての喜びの色

としての黒という話題に関連付けている点である57）。こうした連想による解釈は、大量の日本関連文献

に通じた彼でこそ可能であったと言えるだろう。

　17世紀は、こうした現地で描かれたインドの細密画がヨーロッパに伝わり始めた時期でもあった58）。

『日本誌』は、『中国図説』のいささか貧弱な図版をのぞけば、ヴィシュヌの化身の図像を実質はじめて

版画化した例となっている。ただし、ファン・メウルスは、正確な知識の伝達ではなく、その純粋にエ

キゾチックな図案に商機を見出した。彼はそれを、モンタヌスの力を借りながら日本のものとして造り

替え、そのセンセーショナルな魅力が消える前に、準備中の旅行記の中にいち早く組み込んだのである。

彼の同業者であり、ライバルであったヤンソニウスは、のちにフィリップ・バルダエウスの著作におい

てヴィシュヌの化身の図像を元の文脈に忠実に紹介するが、その出版は『日本誌』の原著出版から３年

が経過したようやく1672年のことであった59）。なおこの年には、メウルスもまた上述のダッペルの著作

において、新しくデザインした版画によってあらためて十大化身の紹介を行っている。

　以上からも分かるとおり、ファン・メウルスが本書のタイトルに掲げている「日本で描かれた大量

の絵による装飾付」（Verçiert met een groot getal afbeeldsels in Japan geteikent）という売り文句は、

大体において偽りであった。しかしそうであるからこそ、彼はあらゆる手を尽くしてそこに信憑性を持

たせようとしており、本書におけるイメージとテキストの関係をなおさら興味深いものにしていると言

える。

【図28】 魚
マツヤ

としてのヴィシュヌ 
17世紀　大英博物館蔵

【図30】 猪
ヴァラーハ

としてのヴィシュヌ 
17世紀　大英博物館蔵

【図29】 亀
クールマ

としてのヴィシュヌ 
（乳海攪拌図）17世紀 
大英博物館蔵
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　これに関連して次に一瞥しておきたいのが、身元一切不明の使節ファン・ゼルデレンが大津の膳所

（Jezi）で見物したという、パウロママ（pauromama）なる山に関する記述である【図31】60）。モンタ

ヌスは例によってそこでも延々と景色の描写を行っているが、注目に値するのは、次のようなエピソー

ドでそれを締めくくっている点である。

ゼルデレンの護衛は、城の門前につながれていた船から、実物を前に（na ’t leven）パウロママの

スケッチを行った。そして素描がほぼ完成に至ったところ、ちょうどゼルデレンを膳所からパウロ

ママまで案内したBasuro Micon殿が門から出てきて、描かれたパウロママを長々と味わったので

あった61）。

 <筆者訳>

　ファン・ゼルデレンが架空の人物であること

が疑われることを考え合わせると、このエピ

ソードの挿入はいっそう興味深い62）。それは明

らかに、直前に挟み込まれた「パウロママ」の

版画が、引用文中にあるゼルデレンの匿名の護

衛のスケッチに基づくというメッセージを送っ

ている。それは実物に即して（na ’t leven）描

かれ、しかも普段からその景色を眺めている日

本人を唸らせるほどの出来栄えであった。ゆえ

にそれは、この挿絵が真正なものであることを

保証するのである。

　ここで言われている “na ’t leven” ないし “naer het leven” とは、英語では “from the life” などと訳さ

れ、日本語の「写生」にあたる概念である63）。メウルスは、1672年に出版したモンタヌスの『アメリカ

誌』にせよ、1686年のダッペルの『アフリカ誌』にせよ、異国案内記を出版するにあたって、常にそれ

を看板に掲げている64）。

　ファン・ゼルデレンの旅行記に先立つ商館長インダイクの江戸参府記に挿入された、シウルプラマ 

Sjurpuramaなる活火山を描いた図にもまた、この“naer het leven”へのメウルスの執着を考えるうえで

興味深い箇所が見られる【図32】。本作は、17世紀までに制作された火山図の中でも出色の出来と言え

るが、現実のどの山を描いたものかは未だはっきりとしない65）。実際には、ヴェスヴィオ山やエトナ山

などの火山を描いた風景画を参照しつつ制作されたものとみえる。注目に値するのは、それが前景にス

ケッチに没頭する画家（Tykenaar）と日本人通訳者（Japansche tolck）の姿を伴い、丁寧にも彼らの

アイデンティティを逐一キャプションで説明している点である【図33】。彼らは、イメージが実物を前

に描かれたものであるということ、そして写生が行われた場所が他ならぬ日本であることを示すための

記号であり、燃えさかる山や硫黄流と同じくらい重要な要素だったのである。

【図31】 「喜びの山 パウロママ」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より
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　こうした版画はどのような体制で制作されていたのだろうか。本書の挿絵はしばしばモンタヌスの妄

想の産物であるかのように語られがちであるが、実際には、ファン・メウルスが主導権を握っていたは

ずである。特にメウルスは、口絵や表題紙に印刷された商号に「彫版師にして書籍商」（Plaat-snyder 

en Boekverkooper）とあるとおり、自ら銅版画制作の経験と知識を有していた66）。図版の内容や挿入

位置はもちろん、その質に至るまで、彼の監督が隅々まで行き届いていたに違いない。書籍商として多

忙をきわめていた彼が実際にどこまで現場に立つことができたかは不明であるが、彼が実際にビュラン

（彫刻刀）を手に制作していた可能性もある。

　とはいえ、下絵の提供者をはじめ、彼のほかにも複数の芸術

家・職人が関係していたことは間違いない。もっとも、本書の

版画に制作者の署名などは一切残されていないため、具体的な

名前を挙げることは難しい。署名の不在は、目撃者以外の仲介

者の存在が意識されればされるほど、必然的に「あるがまま」

のイメージという虚構が崩れ去るという配慮かもしれない。契

約書の類も見つかっておらず、制作体制の究明はなおも重要な

課題となっている。

　しかし近年、オランダのレイデン大学の図書館に、先述した

方広寺大仏殿の版画の下絵と見られる素描が所蔵されているこ

とが明らかとなった【図34】67）。本作は、様式的な見地から、

17世紀後半のオランダで最も成功した版画家の一人、ロメイ

ン・デ・ホーヘ（1645 〜 1708）の手に帰されている。デ・ホー

ヘは非常に多産な作家で、アムステルダム内外の出版界で大

変重宝されたことが知られ、旅行記の挿絵も多数手掛けてもい

る68）。また、本稿ではさらに、2022年5月にパリで行われたオー

【図32】 「シウルプラマ火山」　『日本誌』挿絵 
館蔵オランダ語版より

【図33】図32部分

【図34】 「大仏殿に入るオランダ使節団」 
ロメイン・デ・ホーヘ／画 
17世紀　レイデン大学図書館蔵
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クションに出品された、やはりデ・ホーヘに帰属されている素描の存在に注意を促しておきたい69）。同

オークションのエントリは、本作を《中国の海岸沿いに到着した使節団》とし、未知の書物の図版のた

めの下絵としている。しかし本作の画面や寸法は、上で触れた、宮宿でのファン・ゼルデレンの歓待の

図の下絵と見て間違いないものとなっている。

おわりに

　『日本誌』は、いわゆる科学革命を経て啓蒙の世紀を迎えようとする時代の書物でありながら、古く

はマルコ・ポーロの『東方見聞録』にまで遡る、驚異譚の集成としての東方旅行記の伝統の延長に位置

している。しかしその伝統が、アムステルダムのファン・メウルスという抜け目のない出版人のもと、

博識のモンタヌスの筆を介し、銅版画という新しい視覚メディアと出会ったことで、本書は西洋で出版

された日本関連書物の中でもきわめて特異な地位を占めることとなった。

　本稿では、江戸博所蔵本をもとに、『日本誌』のイメージとテクストの関係について複数の観点から

分析を行った。そこには、「本文」と「挿絵」という言葉が暗黙裡に前提としている主従関係とは異質の、

複雑な関係性をみてとることができた。特に江戸博所蔵本は、新版であるがゆえに含まれる様々な変更

点を通じて、当時のヨーロッパの出版界の動向や、それを左右するより大きな政治・経済・文化的状況

の変化を物語る恰好の歴史的資料となっている。

　本書に関してさらに追及されるべき課題は山積している。たとえば、日本への舶載の問題はその一つ

であろう。ニューホフの『オランダ東インド会社派遣使節中国紀行』（1655）や『東西使節紀行』（1682）は、

先取的な蘭学者や洋画家たちにより盛んに研究されることとなったが、同じくファン・メウルスの出版

となる本書が日本に届くことはなかったのだろうか70）。もし届くことがあったとしたら、江戸時代の知

識人たちは本書の奇抜な図版にどのような反応を示したのだろうか。現在判明している限りでは、蕃書

調所の蔵書目録の中に、オランダ語再版本とフランス語版の題名が確認できる71）。それ以外に何らかの

批評の言葉を残した人物がいたとすれば、それは大変興味深いものであるに違いない。

【註】
１）Arnordus Montanus, Ambassades de la Compagnie Hollandoise des Indes d’Orient, vers l’Enpereur du Japon [...] (Leiden: 

Henry Drummond, 1686), fols. 3r-3v. “La connaissance du monde et de ses habitans, est la plus belle et la plus 
agreable de toutes les Sciences. C’est elle qui divertit l’Esprit, qui satisfait la curiosité, et qui instruit l’homme, en 
luy faisant connoistre le genie, les mœurs, les coustumes et la Religion des différens peuples de l’univers. Aussi est-
elle la seule qui soit bien venue dans les Compagnies, et qui puisse librement entrer dans toutes les conversations, 
sans crainte d’estre accusée de Pedenterie. C’est la recherche de cette belle Science qui a excitté la curiosité de tant 
de personnes, et qui les a posrtées dans les Païs les plus éloignés, pour voir & observer les mœurs et les coustumcs 
de ceux qui les habitent et puis qu’ils ont bien vouleu faire part au public de leurs relations, nous serions bien peu 
curieux, si nous negligions un moyen si facile qu’ils nous donnent, d’apprendre en peu de tems, et sans sortir de 
chez nous, à connaitre les peuples les plus reculés de nos Climats.”

２）Arnordus Montanus, Gedenkwaerdige gesantschappen der Oost-Indische Maatschappy in ’t Vereenigde Nederland, aan de 
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３）フレデリック・クレインス『十七世紀のオランダ人が見た日本』（臨川書店、2010年）、150頁。
４）Isabella H. Van Eeghen, De AmsterdamseBoekhandel 1680–1725, Vol. II (Amsterdam: Scheltema & Holkema N.V., 

1963), 211–12. 
５）モンタヌスの人と生涯については、レイニア・ヘッセリンク「カルヴァン主義思想家、アルノルドゥス・モンター

ヌスとその業績」有坂隆道編『日本洋学史の研究X』（創元社、1991年）、1 〜 23頁。
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